
「ひ・か・わ」型学習について 
第 1回校内研修資料 

研究主任 俵 

 

（１）「ひ・か・わ」型学習の共通実践 

 ➀ 板書を意識しましょう！ 

★「めあて」は必ず板書し、黄色で囲む。児童は、赤で囲む。 
・めあては、児童の発言を引き出しながら設定。理想は子どもたちだけの力で考える。 

・ノート指導の徹底をしましょう。（線を引くときに定規を使う、丁寧に書くなど） 

★まとめの内容は赤で囲む。児童も赤で囲む。 

・まとめも、児童の発言を引き出しながらまとめる。 

 理想は子どもたちだけの力で考える。 

★「ひ・か・わ」の掲示物を必ず貼る。 

   ・一人学びの時間と協同的・対話的な学びの時間、 

まとめ・ふり返りの時間を明確に 

    →児童の思考の流れ、学習過程の理解や学習の見通 

し、児童が困らないように 

 

➁ 一人学びの時間を確保しましょう！ 

ひ・・・ひとりで考えよう・やってみよう（自分の考えを持つ）【展開の過程】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自力解決では、何をすべきかを明確にし

てリズムよくできているか 

ポイント１ 

・指示を簡潔・明確に、見通しをもたせる 

・板書やワークシートの工夫 

・無理なく取り組めるような課題を設定 

間違いを恐れず、自分の考えを持たせて

いるか 

ポイント２ 

そのために そのために 

・個別の指示・指導を 

・間違っていてもＯＫ！ 

・考えの多様性を認める 

★児童が自分の考えが持てるように十分な時間を確保する！ 

★ノートや発表ノートに書く活動を入れましょう！ 

個別最適な学び 

「学習の個性化」「指導の個別化」 



➂ 協働的・対話的な学びの時間を確保しましょう！ 

か・・・かんがえを伝え合い・高めよう・広げよう（協働的な学び）【展開の過程】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一人学び 

ペ ア グループ 全 体 

グループ 全 体 

全 体 

全 体 

★ペアやグループで伝え合うのも「発表」の１つです。 

 →教師も児童共通認識を 

★挙手発表・意図的指名での発表を使い分けましょう。 

★みんなが安心して発表できる支持的風土を築きましょう。 

児童の実態や学習内

容等で形態を変えた

授業をしましょう。 

自分の考えを論理的に筋道立てて説明さ

せているか 

ポイント１ 

・考えさせたら、きちんと考えを発言させる。 

・グループでの話だけ・答え合わせ× 

意図的指名で互いの意見を検証し合い、 

学びを練り上げているか 

ポイント２ 

そのために そのために 

・グループ学習等の「学びのみとり」を丁寧に

行う。 

・子供同士の思考を意図的に交流させる。 

協働的な学び 



➃ 振り返りの時間を確保しましょう！ 

わ・・・わかったことをまとめよう・確かめよう【終末の過程】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【振り返りについて】 

振り返りの活動は、①学びの定着を図る、②学習への見通しをもたせる、③意欲を高めるために行う。

必ずしも毎時間行わなければならないわけではなく、必要に応じて適宜実施する。単元末では必ず実施す

る。 

 

 【振り返りの視点】 

キーワードは「じ・も・と」 

  じ････自分の学び方やその内容 

も････学びにより引き出された興味・関心や学びに向かう意識 

  と････学び方や共に学習した友達への気付き 

 

【振り返りの形態】 

  ① 口頭で発表する。 

  ② ノートやワークシートに書く。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子供を主体にして、「めあて」に対応した

「まとめ」ができているか 

ポイント１ 

・「めあて」と「まとめ」の整合性 

・児童自ら考える。もしくは児童の発言を引き

出しながら書く。 

練習問題で本時の基礎的・基本的な知識や

技能を確実に身に付けさせているか 

ポイント２ 

そのために そのために 

・練習問題の確実な実施 

・ｅライブラリやドリルプラネットの活用 

★理解できていない子供を見取り、その日のうちに関わる時間を作る。 



  ③ 発表ノートに記入して提出する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ④ Excelファイル等を共有して、共同編集で入力する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ⑤ その他（Teamsに投稿・返信など） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


